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本
書
に
は
、
広
島
平
和
研
究
所
が
二
〇
一
六
年
に
開
催
し
た
二
つ
の
企
画
に
寄
せ
ら
れ
た
論
考
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
七
月
二
三
日
、
中
国
新
聞
社
と
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）

と
の
共
催
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
危
機
の
東
ア
ジ
ア
―
―『
核
な
き
世
界
』
に
向
け
て
」
で
あ

る
（
広
島
市
、
広
島
県
、
公
益
財
団
法
人
・
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
、
公
益
財
団
法
人
・
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
創
造
基
金
に
後

援
団
体
と
し
て
ご
支
援
い
た
だ
い
た
）。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
六
月
三
日
―
七
月
一
〇
日
、
合
人
社
ウ
ェ
ン

デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）
に
て
五
回
連
続
で
行
わ
れ
た
連
続
市
民
講

座
「
核
開
発
と
国
際
社
会
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
企
画
は
、
二
〇
一
六
年
と
い
う
年
に
東
ア
ジ
ア
で
起
こ
っ
た
、
い
く
つ
か
の
大
き
な
出
来
事
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に
触
発
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
度
重
な
る
核
・
ミ
サ
イ
ル
実
験
で

あ
る
。
一
月
六
日
、
北
朝
鮮
に
お
い
て
三
年
ぶ
り
通
算
四
度
目
と
な
る
核
実
験
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
一
六

年
は
そ
の
後
も
核
実
験
や
ミ
サ
イ
ル
実
験
が
続
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
七
月
に
も
八
日
、

一
九
日
と
二
度
に
わ
た
り
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
な
さ
れ
、
も
は
や
こ
の
よ
う
な
事
件
が
日
常
的
に
発
生
し
て

い
る
、
と
い
う
感
覚
さ
え
残
念
な
が
ら
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開

催
後
の
九
月
九
日
に
も
五
度
目
の
核
実
験
が
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
入
り
、
本
書
の
編
集
作
業
中
も
、
二
月
一
二
日
と
三
月
六
日
に
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ

サ
イ
ル
発
射
が
行
わ
れ
た
。
と
り
わ
け
後
者
に
つ
い
て
、
北
朝
鮮
は
在
日
米
軍
基
地
を
攻
撃
す
る
任
務
を

負
っ
た
部
隊
に
よ
る
発
射
「
訓
練
」
で
あ
っ
た
と
表
現
し
、
ミ
サ
イ
ル
が
既
に
実
戦
配
備
さ
れ
て
い
る
状

態
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
ま
た
発
射
さ
れ
た
四
発
の
う
ち
三
発
が
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）

内
に
落
下
し
、
ミ
サ
イ
ル
技
術
の
精
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
見
せ
つ
け
た
。
二
月
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
際
し
て
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
後
初
の
訪
米
を
果
た
し
た
安
倍
晋
三
首
相
が
、
同

大
統
領
と
並
ん
で
、
北
朝
鮮
の
行
動
を
強
い
言
葉
で
批
判
し
た
。
ま
た
、
三
月
の
発
射
後
の
安
倍
・
ト
ラ

ン
プ
電
話
協
議
で
は
、
北
朝
鮮
か
ら
の
脅
威
が
「
新
た
な
段
階
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
認
識
で
両
首
脳
が

一
致
し
た
（『
日
本
経
済
新
聞
』
電
子
版
、
二
〇
一
七
年
三
月
七
日
）。
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以
上
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
中
国
も
よ
う
や
く
重
た
い
腰
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
報
道
に
よ
れ

ば
、
二
月
一
七
日
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
米
国
務
長
官
は
中
国
の
王
毅
外
相
と
の
会
談
の
席
上
、
北
朝
鮮
に
対

す
る
影
響
力
行
使
を
中
国
側
に
求
め
た
と
い
う
。
翌
一
八
日
に
は
、
中
国
商
務
省
が
北
朝
鮮
か
ら
の
石
炭

輸
入
を
年
末
ま
で
停
止
す
る
旨
発
表
し
た
。
こ
れ
は
一
六
年
一
一
月
の
北
朝
鮮
の
石
炭
輸
出
上
限
を
定
め

た
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る
制
裁
決
議
に
も
と
づ
き
、
一
七
年
の
輸
出
量
は
対
一
五
年
比
で
約
四
割

程
度
に
制
限
す
る
と
い
う
規
定
を
踏
ま
え
て
の
措
置
と
み
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
に
と
っ
て
重
要
な
外
貨
獲
得

源
で
あ
る
石
炭
は
、
全
て
中
国
が
買
っ
て
い
る
が
、
既
に
安
保
理
が
定
め
た
輸
出
上
限
量
に
達
し
て
い
る

も
の
と
み
ら
れ
る
（
時
事
通
信
配
信
記
事
、
二
〇
一
七
年
二
月
一
八
日
）。
こ
の
よ
う
に
、
従
来
か
ら
北
朝
鮮
を
脅

威
と
考
え
て
き
た
日
米
韓
だ
け
で
な
く
、
中
国
も
限
定
的
で
は
あ
る
が
こ
れ
ら
三
カ
国
と
協
調
し
て
北
朝

鮮
問
題
に
対
処
す
る
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
韓
国
へ
の
終
末
高
高
度
防
衛
（
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
）
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
つ
い
て
、
中
国
は
自
国
の
安

全
保
障
を
脅
か
す
も
の
と
し
て
強
く
反
発
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
の
権
益
確
保
を
め
ぐ
る

事
案
―
―
南
シ
ナ
海
で
の
中
国
の
領
有
権
主
張
と
人
工
島
の
設
置
に
よ
る
勢
力
確
保
の
既
成
事
実
化
、
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
領
有
権
と
資
源
採
掘
な
ど
権
益
確
保
の
問
題
な
ど
―
―
と
関
連
し
て
、
米
国
お
よ
び
そ

の
同
盟
国
と
中
国
と
の
利
害
関
係
の
調
整
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
米
国
で
発
足
し
た
ト
ラ
ン
プ
新
政



iv

権
の
東
ア
ジ
ア
政
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
軍
事
オ
プ
シ
ョ
ン
を
含
め
強
硬
路
線
（
本
書
第
３

章
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
圧
力
と
制
裁
」）
に
ど
の
程
度
傾
く
の
か
、
見
守
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
月
一
三

日
、
北
朝
鮮
指
導
者
の
金キ

ム

正ジ
ョ
ン
ウ
ン恩

の
異
母
兄
・
金キ

ム

正ジ
ョ
ン
ナ
ム男

が
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
空
港
で
殺
害
さ
れ
た
事

件
も
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
が
、
北
朝
鮮
・
マ
レ
ー
シ
ア
関
係
を
含
む
地
域
情
勢
、
そ
し
て
金キ

ム

日イ
ル
ソ
ン成

の
一
族
を
頂
点
と
す
る
北
朝
鮮
の
政
治
体
制
の
あ
り
方
に
も
影
響
を
与
え
る
事
件
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

現
下
の
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
次
第
に
軍
事
的
緊
張
の
程
度
を
高
め
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

さ
て
、
二
〇
一
六
年
に
は
も
う
一
つ
、
広
島
に
と
っ
て
も
、
ま
た
国
際
社
会
に
と
っ
て
も
記
憶
す
べ
き

出
来
事
が
あ
っ
た
。
五
月
二
七
日
の
オ
バ
マ
米
大
統
領
に
よ
る
広
島
訪
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
会
場
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
聴
衆
の
皆
さ
ん
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
あ
っ
た
と
思
う
。

オ
バ
マ
の
演
説
で
は
、
核
廃
絶
に
向
け
た
具
体
策
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
時
点
で
オ
バ
マ
氏
自
身
が
半
年
後
に
は
大
統
領
職
を
離
れ
る
と
い
う
立
場
で
、
具
体
的
な
対
策

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
広
島
と
長
崎
に
原
爆
を
投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
の

現
職
大
統
領
が
、
こ
の
被
爆
地
・
広
島
を
訪
れ
、
核
廃
絶
に
向
け
た
理
念
を
語
っ
て
く
れ
た
意
義
は
間
違

い
な
く
大
き
い
（
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
書
第
７
章
の
東
海
論
文
参
照
の
こ
と
）。
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わ
れ
わ
れ
は
、
核
廃
絶
や
地
域
安
全
保
障
を
め
ぐ
っ
て
、
理
念
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
ま
り
に
も
大

き
い
世
界
に
生
き
て
い
る
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か
。
溝
を
埋
め
る
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
。
二
〇
一
六
年
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
題
材
を
提
供
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
企
画
者
の
意
図
は
当
た
っ
た
と
思
う
。
登
壇
さ
れ
た
諸
先
生
方
の
議
論
や
、
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
会
場
を
含
む
質
疑
応
答
は
活
発
に
行
わ
れ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
、
約
二
三
五
名
の

参
加
者
を
得
た
。
夏
休
み
に
入
っ
た
ば
か
り
と
あ
っ
て
、
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
、
若
い
方
の
参
加
も
目

立
っ
て
い
た
し
、
彼
ら
若
い
世
代
か
ら
の
質
問
に
も
キ
ラ
リ
と
光
る
も
の
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
登
壇
者
の
議
論
の
詳
細
は
、
本
文
に
譲
り
た
い
。
こ
こ
で
は
、
本
書
の
導
入
部
と
し
て
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
示
さ
れ
た
各
論
考
の
概
略
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

＊
＊
＊

　

平
岩
俊
司
教
授
（
関
西
学
院
大
学
）
に
よ
る
基
調
講
演
（
本
書
第
１
章
）
で
は
、
二
〇
一
六
年
五
月
に
三
六

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
大
会
の
分
析
を
中
心
に
、
金
正
恩
体
制
が
い
か
な
る
判
断
の
も
と
で

核
や
ミ
サ
イ
ル
実
験
に
踏
み
切
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
点
が
論
じ
ら
れ
た
。
平
岩
教
授
の
分
析
に
よ
れ
ば
、

金
正
恩
は
父
親
の
金キ

ム

正ジ
ョ
ン
イ
ル日

時
代
の
「
先
軍
政
治
」
を
脱
し
、
党
大
会
の
開
催
に
よ
っ
て
「
危
機
管
理
体
制
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か
ら
平
時
の
体
制
へ
」
と
印
象
付
け
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
。
ま
た
、
現
政
権
の
政
策
は
、
指
導
者
個
人

に
よ
る
恣
意
的
な
も
の
で
は
な
く
、
経
済
担
当
者
は
一
人
も
粛
清
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ

う
に
、
経
済
専
門
家
に
よ
っ
て
現
行
政
権
の
政
策
が
支
え
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
点
は
興
味
深
い
指
摘
で

あ
っ
た
。
北
朝
鮮
に
は
北
朝
鮮
な
り
の
合
理
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
対
外
的
に
は
「
責
任
あ
る
核
保
有
国
」

で
あ
る
こ
と
に
自
分
た
ち
な
り
の
合
理
性
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ロ
ジ
ッ

ク
は
、
北
朝
鮮
の
核
放
棄
を
求
め
る
国
際
社
会
の
考
え
方
と
は
極
め
て
か
け
離
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
平

時
の
体
制
と
し
て
の
政
権
運
営
が
で
き
る
の
か
、
あ
る
い
は
再
び
危
機
管
理
体
制
に
戻
っ
て
し
ま
う
の
か
、

分
水
嶺
の
時
期
に
あ
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
に
続
き
、
中
国
、
米
国
そ
し
て
日
本
を
含
む
関
係
国
間
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
、
朝
鮮

半
島
を
と
り
ま
く
地
域
・
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

　

青
山
瑠
妙
教
授
（
早
稲
田
大
学
）
の
報
告
（
本
書
第
２
章
）
は
、
中
国
の
対
外
政
策
全
体
の
な
か
で
の
北
朝

鮮
問
題
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
習
近
平
政
権
下
の
中
国
は
、
政
治
・
軍
事
・

経
済
の
台
頭
と
と
も
に
独
自
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。「
一
帯
一
路
」
構
想
が
そ
れ
に
あ

た
る
。
中
国
の
対
北
朝
鮮
政
策
は
、
金
正
恩
体
制
成
立
後
に
二
転
三
転
し
て
お
り
、
現
在
も
変
化
の
渦
中

に
あ
る
。「
一
帯
一
路
」
構
想
は
、
中
央
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
東
、
北
ア
フ
リ
カ
の
諸
地
域
に
広
大



はじめに

vii

な
経
済
圏
を
創
出
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
青
山
教
授
に
よ
れ
ば
、
中
国
で
は
こ
の
構
想
に
北
朝

鮮
を
取
り
込
も
う
と
い
う
発
想
も
浮
上
し
て
い
る
と
い
う
。
一
般
に
、
中
国
が
主
導
す
る
国
際
銀
行
で
あ

る
ア
ジ
ア
・
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
に
注
目
す
る
議
論
が
多
い
。
し
か
し
、
青
山
教
授
は
、
こ

の
多
国
間
枠
組
み
よ
り
も
、「
一
帯
一
路
」
構
想
で
示
さ
れ
た
、
中
国
単
独
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
事
業
に
着
目

し
て
い
る
点
が
興
味
深
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
青
山
教
授
の
着
目
点
は
、
制
度
や
運
用
に
つ
い
て
い
ま
だ

未
知
数
の
点
が
多
い
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
に
対
し
、「
一
帯
一
路
」
構
想
が
既
に
一
定
の
実
績
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
現
状

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

韓
国
・
世
宗
研
究
所
の
白ペ

ク
ハ
ク
ス
ン

鶴
淳
副
所
長
（
本
書
第
３
章
）
は
、
米
国
、
韓
国
、
中
国
、
日
本
と
い
っ
た
北

朝
鮮
を
取
り
巻
く
関
係
諸
国
の
政
策
に
は
不
調
和
や
不
一
致
が
あ
る
た
め
、
同
国
の
非
核
化
に
向
け
て
効

果
的
な
措
置
を
と
っ
て
い
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
報
告
を
「
混
乱
の
政
治
」
と
題
し
た
所ゆ

え
ん以

で
あ
る
。
ま

た
、
圧
力
や
制
裁
よ
り
も
対
話
と
交
渉
の
利
点
が
勝
っ
て
い
る
こ
と
、
多
面
的
な
「
朝
鮮
問
題
」
の
解
決

に
向
け
て
、
新
た
な
「
包
括
的
合
意
」
の
た
め
の
対
話
の
機
会
を
設
け
る
必
要
を
、
白
博
士
は
主
張
す
る
。

さ
ら
に
、
既
存
の
六
カ
国
協
議
の
延
長
線
上
に
、
よ
り
高
度
な
交
渉
の
場
と
し
て
「
北
東
ア
ジ
ア
平
和
・

安
全
保
障
サ
ミ
ッ
ト
」
の
制
度
化
を
提
唱
す
る
。

　

こ
の
白
氏
の
議
論
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
広
瀬
訓
教
授
（
長
崎
大
学
）
の
報
告
（
本
書
第
６
章
）
で
は
、
東
ア
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ジ
ア
に
お
け
る
核
廃
絶
の
た
め
の
多
国
間
協
力
や
共
同
体
構
想
の
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
た
。
現
状
を
見
れ

ば
、
こ
の
よ
う
な
構
想
が
現
実
と
な
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
広
瀬
教
授
は
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

か
ら
こ
そ
「
北
朝
鮮
問
題
か
ら
穴
を
あ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
「
山

積
す
る
問
題
の
解
決
よ
り
も
、
こ
れ
以
上
状
況
を
悪
化
さ
せ
な
い
」
こ
と
が
優
先
的
課
題
で
あ
る
、
と
指

摘
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
個
別
に
問
題
を
協
議
す
る
の
で
な
く
、
欧
州
安
全
保
障
協
力
会
議
（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
：

現
在
の
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構
〔
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
〕）
の
よ
う
な
包
括
的
な
協
議
の
場
が
望
ま
し
い
、
と
提
唱
し
た
。

　

最
後
に
、
東
海
右
佐
衛
門
直
柄
論
説
委
員
（
中
国
新
聞
社
）
よ
り
、
広
島
の
視
点
か
ら
、
オ
バ
マ
訪
問
と

そ
の
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
（
本
書
第
７
章
）。
東
海
氏
は
、
今
回
の
訪
問
を
現
場
で
取
材
し
て

い
る
。
大
統
領
の
慰
霊
碑
で
の
献
花
の
空
気
感
を
踏
ま
え
、
会
場
を
巻
き
込
む
よ
う
な
語
り
口
が
印
象
的

だ
っ
た
。
哲
学
的
な
表
現
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
被
爆
地
に
寄
り
添
っ
た
表
現
、
広
島
原
爆
の

犠
牲
者
を
「
一
〇
万
人
以
上
」
と
表
現
し
た
こ
と
、
と
演
説
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
た
の
ち
、
原
爆
被
害

を
一
般
の
戦
争
の
そ
れ
と
ひ
と
く
く
り
に
す
る
こ
と
の
危
険
性
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
具
体
的
な
展
望

の
欠
如
な
ど
、
演
説
か
ら
見
え
る
課
題
に
つ
い
て
も
指
摘
が
あ
っ
た
。
問
題
や
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

歴
史
的
意
義
の
大
き
い
訪
問
で
あ
り
、
演
説
に
も
あ
っ
た
「
道
義
的
責
任
」
を
広
島
に
住
む
「
私
た
ち
自

身
の
課
題
」
と
し
て
向
き
合
い
た
い
、
と
締
め
く
く
っ
た
。
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な
お
、
本
書
第
４
章
（
吉
川
論
文
）
お
よ
び
第
５
章
（
福
井
論
文
）
は
、
連
続
市
民
講
座
で
の
報
告
を
も
と

に
、
核
兵
器
廃
絶
や
国
際
平
和
に
か
か
わ
る
武
器
取
り
締
ま
り
や
国
際
法
に
関
す
る
論
議
の
展
開
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
広
瀬
論
文
や
東
海
論
文
と
併
せ
て
、「
核
な
き
世
界
」
に
向
け
た
国
際
的
取
り

組
み
の
一
端
を
示
す
論
考
と
な
っ
て
い
る
。

＊
＊
＊

　

本
書
所
収
の
各
論
考
で
の
分
析
は
、
原
則
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
連
続
市
民
講
座
で
発
表
さ
れ
た
当

時
の
二
〇
一
六
年
六
―
七
月
時
点
で
の
情
勢
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書
の
読
者
諸
氏
は
、
各

章
で
の
議
論
が
今
も
色
あ
せ
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
実
感
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
、
本
書
で
扱
わ
れ
る
二
つ
の
大
問
題
―
―
北
朝
鮮
の
核
開
発
問
題
、
そ
し
て
「
核
な
き
世
界
」
へ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
―
―
が
、
解
決
に
向
け
て
依
然
と
し
て
道
半
ば
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
単
な
る
時
事
評
論
に
と
ど
ま
ら
な
い
中
長
期
的
な

視
野
に
立
っ
た
分
析
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
各
論
考
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
論
考
の
多
く
は
「
広
島
」
そ
し
て
「
核
な
き
世
界
」
と
い
う
視
座
を
意
識
し
た
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。
こ
れ
も
本
書
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
書
の
論
考
が
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
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諸
問
題
の
理
解
を
深
め
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
登
壇
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
諸
般
の
事
情
に
よ
り
ご
寄
稿
が
か
な
わ
な
か
っ
た
皆
様
を
含
め
、

本
書
の
も
と
と
な
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
座
に
携
わ
ら
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

追
記
：
本
稿
の
一
部
は
、『H

iroshim
a Research N

ew
s

』（
平
和
研
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
）
第
一
九
巻
二
号
（
通

巻
五
二
号
）
掲
載
記
事
を
加
筆
・
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
危
機
の
東
ア
ジ
ア
」

で
の
パ
ネ
ル
討
議
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
八
月
一
日
付
『
中
国
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
、
現
在
は
同

紙
「
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
も
閲
覧
可
能
な
記
事
（http://w

w
w

.hiroshi-

m
apeacem

edia.jp/?p=62340
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

（
二
〇
一
七
年
三
月
十
五
日
記
）


